
　「言の葉」の店内には、さまざまな雑貨や食
品が販売されているスペースや、ゆっくり食
事を楽しめるスペースがあり、毎月いろいろ
なイベントも開かれています。「とにかく行っ
てみて、どんなお店か感じてみて。」とのクチ
コミで来店するお客さんが多いというその言
葉通り、「カフェ」や「雑貨屋さん」といった
一言では表せない空間となっています。
　お店のコンセプトは、『両手合わせて作っ
たものは　人の心をまるくする』。これは、日
本の仏教詩人・坂

さかむら
村真
しんみん
民の詩―手を合わせる―

の一節だそうです。「今は簡単に物が買える
時代だけれど、人の手で作られたものを皆さ
んに届けていきたい。」という二宮さんの思い

が込められています。お店を始めたきっかけ
を伺うと、「カフェや雑貨屋さんがやりたいわ
けではありませんでした。介護をしていて辛
い言葉をかけられる経験をしたのですが、そ
の心を癒してくれたのもまた『言葉』でした。
その経験から、“人と人とが繋がることのでき
る場所を作りたい。ご縁を繋ぎたい。”という
想いを強く抱き、『言の葉』という店名でお店
を開き、段々と今の形になりました。」と話し
ていました。

～人と人とがつながる場所～
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（水戸市在住・入社3年目）
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国
内
だ
け
で
な
く
海
外
に
も
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点
が
あ
り
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商
品
を

世
界
に
提
供
し
て
い
る
と
こ
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が
弊
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と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
工
場
に
も
海
外
か
ら
の
来
客
が
あ

る
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
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当
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大
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。
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工場の様子 作業風景

言の葉  代表 二
にのみや

宮 真
ま み

美さん・スタッフの皆さん
グルメイト  川

かわかみ
上 由

ゆ み こ
美子さん・布

ふ せ や
施谷 ちえみさん

地産地消＝食べて、かさま応援！
地産地消応援団の「笠間グルメイト」が、地産地消協力店をレポー
トします。この記事に関するお問い合わせは、農政課（内線528）へ。

言
こと

の葉
は

今月の
訪問先

　お店の一番人気は「滋味ごはん」。体に染みわたるような、
胃に優しい料理を食べてほしいと考案しているメニューで、
季節に合わせて料理も器もガラリと変えているそうです。
　取材時の「夏の滋味ごはん」は、車

くるまぶ

麩のからあげ、おか
らと野菜の豆腐マヨサラダ、大豆ミートの南蛮漬けなど、
大豆製品を多く使ったメニューに、十六穀米とプチデザー
ト、黒豆茶がセットになっていました。
　野菜は、自家農園でとれたものや、市内の直売所で購入した地元のものを使っている
そうです。
　また、在来種の小豆を未来に繋ごうと、その小豆を使った甘味も提供しています。　
※「滋味ごはん」は季節によって内容が異なります。

～取材を終えて～
・�「滋味ごはん」は、体にも心にも染みわた
るような優しい味でした。お店の落ち着
いた雰囲気に、とても癒されました。
・�1つ1つじっくり見たくなる雑貨がたく
さん並んでいて、とてもわくわくする
店内でした。

体に染みわたる“滋
じ み

味ごはん”

※取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています。

代表：二
にのみや
宮　真

ま み
美さん

住所：笠間市笠間4170-25 
電話：0296-85-5402
電話受け付け時間： 午前11時～午後6時
定休日：毎週月曜日・火曜日

言の葉
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